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機器センターでは、研究所内外の共

同利用を通した研究支援と、大学連携

研究設備ネットワークの実務を行って

います。研究支援としては、全国の大学・

研究機関の研究者の方々が分子研の機

器を利用して研究を進めて頂けるよう

に、汎用機器の保守管理・維持や測定

時のサポートを行っています。この「施

設利用」に対して、ESRやNMR、レー

ザーシステムなど、磁気・物性測定や

化学分析、分子分光測定などに必要な

測定機器を計26台提供しています。昨

年度は全国25機関から前期27件、後

期33件、計60件の研究課題を受け付け、

のべ287回にわたって機器の利用がさ

れています。また、液体窒素および液

体ヘリウムの供給と、液化機装置の保

守管理も行っています。

このように、研究所内外の研究者の

研究をサポートしている機器センター

の中で私は、顕微ラマン分光装置と蛍

光X線分析装置を担当しています。こ

こで、宣伝も兼ねて少しだけ機器の紹

介をしたいと思います。

顕微ラマン分光装置（inVia Reflex/

RENISHAW製）は平成 21年度に機

器センターに導入されました。本装置

は488 nm、532 nm、633 nmおよび

785 nmの計4本のレーザーを搭載して

いますが、フルオートとなっているた

め、これら励起レーザーの切り替えや

光学構成変更、光学系のアライメント

の最適化はマウスをクリックするだけ

で可能となっています。加えて通常の

測定作業も簡素化されており、大変使

いやすくなっています。またクライオ

スタットを備えており、液体ヘリウム

温度から500 Kまでのサンプルの温度

依存性を測定することもできます。

蛍光X線分析装置（JSX-3400RⅡ /

JEOL製）は平成20年度に導入された

装置です。エネルギー分散型の装置で、

検出元素範囲はNa~U、コリメータは

1 mm、3 mm、7 mmとなっています。

CCDカメラがついているので、サンプ

ルの観察をしながら分析位置を調整で

きます。またRoHS指令などの有害物

質規制に対応しており、分析結果報告

書作成ソフトによって報告書が容易に

作成できます。

さらに来年度からはフーリエ変換赤

外分光装置（IFS66v/S/Bruker製）も

担当する予定ですので、これについて

も少し説明しましょう。これは昨年末

に分子研を退職された、前機器センター

長でもある薬師久彌先生のグループか

ら移管された装置です。中赤外と遠赤

外線領域において、顕微ラマン分光装

置と同様にサンプルの温度依存性を測

定することができます。

各機器において動作確認等の維持管

理作業のほかに、機器や利用に関する

問い合わせやサンプル準備に関する助

言、トラブル対応や必要であれば測定

補助も行います。また、初めて機器を

ご利用される際には使用方法や注意事

項の説明も行いますので「今まで使っ

たことはなかったけど、ちょっと使っ

てみたいな」と思われた際にはお気軽

にご相談ください。

以上の機器センターの業務の他に、

分子スケールナノサイエンスセンター

の保有する高分解能透過分析電子顕微

鏡の維持管理および運用にも参加して

います。この装置は文部科学省のプロ

ジェクト「ナノテクノロジー・ネット

ワーク」によって全国共同利用装置と

して大学や民間企業に広く公開されて

おり、運用方法・サポート体制が機器

センターの機器とは異なります。装置

の操作、サンプルの観察・分析は私が

行いますが、測定形態としては、利用

者の方に結果を見ていただきながら進

める立ち会い測定と、サンプルをお預

かりし測定データだけをお渡しする依

頼測定があります。立ち会い測定の際

にはその場で利用者の方々と議論をし

たりデータの解析に対する助言を行っ

たりすることができますが、依頼測定

の場合はそれが容易ではありませんの

で、気がついたことなどをまとめてデー

タと共にお渡ししています。もちろん

その後に生じた質問等にも対応します

のでご安心ください。利用者の方にとっ

て測定中の時間は、「特に何かをする

わけでもなく、暗い部屋の中に座って

いる」という覚悟が必要な時間になっ

てしまうかもしれませんが、私にとっ

ては最先端の研究に触れられる時間で

す。後ろで先生と学生さんが議論され

ていると、満足していただける測定結

果を出さなくてはと密かに使命感に駆
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られますし、ぼそっと呟かれた先生の

一言がとても気になって後でこっそり

ググッてしまうこともあります。手は

きちんと動かしますので、測定中、せっ

かくの時間ですので研究に関係するこ

とはもちろん、その他どんなことでも

気軽に声をかけていただけると嬉しい

です。

さて、こうして担当装置を並べてみ

ますと（こういう分類があるのかどう

かは知りませんが）、すっかり分光屋

さんのように見えますが、もともとの

私はブツリ屋さんです。学生時代は電

子顕微鏡を用いてナノ粒子の研究を行

いました。具体的にはガス中蒸発法と

呼ばれる手法を用いて、ガスから直接

ナノ粒子を作製し、電子顕微鏡による

形態観察や構造解析を行ってきました。

ガスから固体ができるこの過程が、宇

宙空間に存在する宇宙じん（塵）と呼

ばれる固体微粒子の生成過程に対応し

ているため、私はこれを模擬物質とし、

赤外分光分析などの結果と合わせて宇

宙じんの生成・変成過程の解明に実験

的なアプローチをしてきました。自分

の手で操作をしていた機器を現在も機

器センターで担当しているので、その

知識はもちろんですが、研究生活で得

た様々な知識が今の私を支えてくれて

います。私個人は宇宙じんの研究をし

ていましたが、学生が約10名、院生

も約10名という大所帯の研究室のメ

ンバーはそれぞれ異なった研究テーマ

を持っていました。その時耳にしてい

たカーボンナノチューブやグラフェン、

光触媒、燃料電池、準結晶などの基本

的な知識が今、研究者の皆さんとのコ

ミュニケーションにとても役立ってい

ます。これが大所帯の良い面の一つな

のかもしれません。

あらゆる先端科学の基礎となる分野

である分子科学の最先端の研究に多数

触れられることは非常に貴重な経験で、

毎日好奇心をくすぐられながら業務を

行っています。色々な場面で質問を受

けたり、アドバイスをお願いされたり

するなかで、私たち技術職員は「専門家」

として見られることが多いように感じ

ます。まだまだそれにはおよびません

が、「専門家」に近づくため、機器の管

理や運用に関する専門知識を培う毎日

です。そして日々進歩している科学に

遅れをとらないようにアンテナを張り

続け、利用者のみなさんに、機器セン

ターに、そして分子研に貢献できる力

をつけられればと考えています。世間

一般で言われる「女子力」とは

大きくかけ離れた力が身につく

感じがして少し危機感を持ちま

したが、調べてみると「女子力」

に明確な定義はなく、外見以外

にもスキル、キャリア、ライフ

スタイルなどあらゆる場面にお

いて実は試されている力のよう

です。『女子力=自分の生き方

を演出する力』と解釈して、し

りごみすることなく、みなさん

の研究をしっかりサポートでき

るよう努力していきたいと思い

ますので、ご指導ご鞭撻のほど

よろしくお願い致します。

最後になりましたが、平成

23年3月11日に発生した東北

地方太平洋沖地震により被害を

受けられた方々に心よりお見舞

い申し上げます。私は10月に

宮城県と福島県を訪れました。

宮城県気仙沼市では津波によっ

て陸上にあがってしまった大き

なタンカー、骨組みだけになっ

てしまった旅館、基礎しか残っ

ていない住宅跡などを見て、地

震から半年以上経ってなお残る

大津波の爪痕、その深さを実感

し言葉を失いました。大島では快水浴

場百選・特選に選ばれていた小田の浜

を取り戻そうと、浜辺の片づけを行っ

ているたくさんのボランティアの姿に

人の温かさを感じました。また、仙台

市の中心部では、現地の人々の素敵な

笑顔とエネルギッシュなYOSAKOI踊

りを、福島県いわき市のスパリゾート

ハワイアンズ（10月1日より営業再

開）では、復興のシンボルとなったフ

ラガールたちの艶やかで力強い踊りを

見て、「前に進んでいこう」とされてい

る姿に感動しました。一日も早く復旧・

復興されることをお祈り申し上げます。
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